
難病と認知機能障がいを伴う患者を
支える支援の輪

認知機能障がいを合併した難病患者の支援では，医療的な介入だけでな
く，日常生活上の支援や家族支援が必要となり，保健・医療福祉の多職種
連携がより重要となります。
今回の学習会では，認知症を合併した難病患者についての支援を振り返
り，皆さんと意見交換を行うことで多職種連携について学びを深めたいと
思います。

参加希望の方は，１/２０（月）までにFAXにて事前申し込みをお願いいたします。
※ 申込用紙がお手元にない場合は，下記までご連絡ください。

お問い合わせ・申込み先

市立函館保健所 保健予防課 （函館市総合保健センター内）
TEL３２－１５３９ ／ FAX３２－１５２６

・日 時
令和７年２月６日（木）
午後６時３０分～午後８時００分

・会 場
総合保健センター ２階 健康教育室
（函館市五稜郭23-1）

・内 容 （1）事例報告
「前頭側頭型認知症を伴う進行性核上性麻痺患
者の在宅療養を地域で支えるために」
市立函館保健所保健予防課 保健師 中村 可奈子

（2）地域包括支援センター職員の講話
「難病患者の意思決定支援と多職種連携」

函館市地域包括支援センター亀田 常野 剛永 氏

・対 象 者
難病患者の在宅療養支援に関わる保健・医療・福祉関係者


